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は
じ
め
に

　

二
〇
二
五
年
四
月
三
日
〜
七
日
、
柿
沼
陽
平
・
王
博
・

島
玄
樹
は
、

四
川
省
広
元
市
〜
綿
陽
市
梓
潼
県
（
図
１
Ａ
・
Ｂ
）
の
金
牛
道
沿
い
の

三
国
時
代
関
連
遺
跡
を
踏
査
し
、
博
物
館
内
で
関
連
資
料
を
見
学
し

た）

（

。
四
月
三
日
（
木
）
移
動
日

　

島
は
北
京
大
興
空
港
一
〇
時
発
の
Ｍ
Ｕ
二
一
〇
六
便
で
西
安
咸
陽

国
際
空
港
へ
。
西
安
地
下
鉄
一
四
号
線
に
乗
車
し
、
秦
宮
駅
で
下
車
。

一
三
時
三
三
分
、
陝
西
歴
史
博
物
館
秦
漢
館
見
学
。
以
前
は
参
観
予
約

が
困
難
だ
っ
た
が
、
問
題
な
く
予
約
を
と
れ
た
。
大
規
模
な
博
物
館
で

展
示
品
も
豊
富）

（

。
参
観
後
、
地
下
鉄
一
四
号
線
で
西
安
北
駅
へ
移
動
。

一
八
時
一
〇
分
発
の
Ｄ
一
九
七
五
で
広
元
駅
に
移
動
。
天
悦
酒
店
に
宿

泊
。
王
は
北
京
首
都
国
際
空
港
一
三
時
発
の
Ｃ
Ａ
四
一
〇
二
便
で
成
都

双
流
空
港
へ
。
空
港
付
近
の
成
都
空
港
悦
享
酒
店
に
宿
泊
。
柿
沼
は
北

京
首
都
国
際
空
港
二
〇
時
三
〇
分
発
の
Ｃ
Ａ
四
一
〇
六
便
で
成
都
双
流

空
港
へ
。
空
港
付
近
の
成
都
空
港
悦
享
酒
店
に
宿
泊
。

四
月
四
日
（
金
）

　

王
は
成
都
双
流
空
港
七
時
四
七
分
発
の
Ｄ
一
九
一
二
で
広
元
駅
に
到

着
。
柿
沼
は
成
都
双
流
空
港
八
時
〇
七
分
発
の
Ｄ
一
九
八
六
で
広
元
駅

に
到
着
。
一
〇
時
一
〇
分
頃
に
全
員
集
合
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
広
元
市

博
物
館
へ
。

　

一
一
時
頃
、
広
元
市
博
物
館
（
°

’
”

°

’
”

）
に
到

着
（
本
稿
で
は
座
標
を
付
記
す
る
が
、
現
地
法
令
を
ふ
ま
え
て
中
国
国

内
で
の
座
標
取
得
は
行
わ
な
か
っ
た
。
付
記
す
る
座
標
は
、
帰
国
後
に

＝
紀
行
文
＝

　
　
　

金
牛
道
広
元
・
梓
潼
段
沿
線
三
国
関
連
遺
跡
踏
査
記

柿
沼
陽
平
・
王
博
・

島
玄
樹
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ア
ー
ス
な
ど
を
用
い
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
）。
参
観
無
料
・

予
約
不
要
。
外
国
人
は
受
付
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
し
登
記
す
れ
ば
参

観
可
。
展
示
は
石
器
時
代
か
ら
近
現
代
ま
で
比
較
的
豊
富
で
、
古
代
の

蜀
道
や
船
棺
葬
、
巴
蜀
記
号
の
あ
る
青
銅
器
が
と
く
に
興
味
深
い
。
参

観
終
了
後
、
土
産
物
屋
で
書
籍
を
物
色
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら

し
き
も
の
は
無
か
っ
た
。
付
近
で
昼
食
。

　

皇
沢
寺
（
°

’
”

°

’
”

）
へ
。
清
明
節
の
連
休
中
ゆ

え
駐
車
場
は
満
車
。
近
隣
に
駐
車
し
、
徒
歩
で
寺
院
入
口
へ
。
一
二
時

五
五
分
、
皇
沢
寺
に
入
場
。
入
場
券
は
五
〇
元
。
予
約
な
し
で
入
場
可
。

　

皇
沢
寺
は
則
天
武
后
を
祀
る
寺
で
、
則
天
武
后
創
建
と
も
い
わ
れ
る
。

『
大
明
一
統
志
』
巻
七
四
利
州
条
に
「
皇
澤
寺
、
在
廣
元
縣
西
、
唐
武

則
天
創
建
」
と
あ
り
、
明
代
後
半
か
ら
出
た
説
か
。
一
二
〇
〇
体
に
の

ぼ
る
石
仏
が
あ
り
、
北
魏
に
溯
る）

（

。
広
元
市
は
一
説
に
則
天
武
后
の
出

生
地
と
さ
れ
、
市
内
各
所
に
「
女
皇
故
里
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
文
言
が

み
え
る
。
実
際
に
は
則
天
武
后
出
生
地
に
は
諸
説
あ
り
、
利
州
説
・
長

安
説
・
揚
州
説
・
洛
陽
説
に
大
別
で
き
る
。
利
州
（
現
広
元
）
出
生
説

は
、
郭
沫
若
の
戯
曲
「
武
則
天
」
に
は
じ
ま
り
、
郭
沫
若
自
身
の
論
文

も
あ
り）

（

、
李
商
隠
の
詩
や
各
種
石
刻
等
を
根
拠
と
す
る）

（

。
長
安
説
は
陳

振
が
主
唱
し）

（

、
則
天
武
后
の
享
年
か
ら
出
生
年
を
推
定
し
、
当
該
年
に

則
天
武
后
の
父
母
の
所
在
地
が
長
安
だ
っ
た
点
を
論
拠
と
す
る
。
一
方
、

李
樹
桐
は
同
様
の
手
法
で
揚
州
説
を）

（

、
王
滌
武
や
王
愷
は
洛
陽
説
を
主

張
す
る
が）

（

、
支
持
は
多
く
な
い
。
一
方
、『
旧
唐
書
』・『
新
唐
書
』
等

を
み
る
か
ぎ
り
、
則
天
武
后
の
本
籍
は
文
水
県
（
并
州
も
し
く
は
汾
州
）

図 Ａ　広元市・綿陽市
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で
あ
る）

（

。

　

皇
沢
寺
内
に
は
二
聖
殿
が
あ
り
、
中
心
に
中
宗
像
・
則
天
武
后
像
、

左
右
に
功
臣
像
が
あ
る
。
寺
の
奥
に
は
石
仏
・
石
碑
が
あ
る
。
現
地
の

解
説
文
に
よ
れ
ば
北
周
〜
五
代
に
五
七
ヶ
所
・
一
二
〇
〇
体
余
の
像
が

彫
ら
れ
た
と
か
。
北
側
に
は
女
皇
文
化
陳
列
館
も
あ
り
、
皇
沢
寺
関
連

の
遺
物
や
則
天
武
后
の
事
績
に
関
わ
る
展
示
が
み
ら
れ
る
。
南
側
に
は

武
氏
家
廟
が
あ
り
、
則
天
武
后
の
家
族
の
像
が
あ
る
。
武
氏
家
廟
前
の

階
段
を
降
り
る
と
、
顔
真
卿
ゆ
か
り
の
写
心
経
洞
も
あ
る
。

　

皇
沢
寺
を
出
発
し
、
Ｇ
五
（
京
昆
高
速
）
で
朝
天
区
へ
。
一
五
時
〇

五
分
、
明
月
峡
（
°

’
”

°

’
”

）
到
着
（
図

）。
明
月

峡
は
か
つ
て
蜀
道
が
通
っ
た
峡
谷
で
、
古
代
の
桟
橋
跡
が
残
る
。「
明

月
峡
」
の
地
名
は
唐
詩
に
も
散
見
す
る
が
、
当
該
明
月
峡
と
は
別
物）

（

。

朝
天
区
の
明
月
峡
は
も
と
も
と
朝
天
峡
と
い
い
、
宋
代
地
理
書
に
み
え
、

桟
橋
が
あ
っ
た）

（

。
明
代
地
方
志
に
「
朝
天
水
駅
」
も
み
え
る）

（

。

　

現
地
解
説
文
に
よ
れ
ば
、
明
月
峡
は
秦
の
滅
蜀
や
諸
葛
北
伐
で
利
用

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
も
と
も
と
は
秦
王
が
牛
の
像
を
刻
ん
で
そ

の
後
に
黄
金
を
置
き
、
金
糞
を
出
す
牛
だ
と
偽
り
、
騙
さ
れ
た
蜀
王
が

牛
を
連
れ
帰
る
べ
く
道
を
敷
設
し
た
た
め
、
こ
こ
に
秦
―
蜀
間
の
道
が

開
通
し）

（

、
金
牛
道
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
金
牛

道
の
場
所
と
そ
の
時
代
的
変
遷
に
は
諸
説
あ
り）

（

、
現
在
の
漢
中
市
勉
県

〜
広
元
市
剣
門
関
に
絞
る
と
、
以
下
の
説
が
有
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

秦
漢
時
代
の
金
牛
道
は
陽
平
関
・
白
水
関
を
通
り
、
現
青
川
県
東
部
を

白
竜
江
沿
い
に
南
下
し
、
昭
化
古
城
を
経
て
剣
門
関
に
至
る
。
唐
宋
時

図 Ｂ　広元一帯
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代
の
金
牛
道
は
陽
平
関
を
経
て
嘉
陵
江
沿
い
に
南
下
し
、
現
在
の
軍
師

廟
村
や
明
月
峡
、
広
元
市
中
心
部
を
経
て
昭
化
古
城
・
剣
門
関
に
至
る
。

元
明
清
時
代
の
金
牛
道
は
寧
強
県
・
七
盤
関
を
経
て
明
月
峡
に
至
り
、

唐
宋
金
牛
道
に
合
流
す
る
。
そ
し
て
秦
漢
金
牛
道
の
原
型
は
先
秦
時
代

に
遡
り
、
戦
国
時
代
の
大
幅
改
修
を
経
て）

（

、
秦
の
滅
蜀
や
諸
葛
亮
の
北

伐
に
用
い
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
明
月
峡
は

諸
葛
北
伐
と
無
関
係
で
あ
ろ
う
。
秦
漢
金
牛
道
付
近
に
は
実
際
に
秦
漢

遺
跡
が
多
く
、
唐
宋
以
降
の
遺
跡
は
乏
し
い
。『
文
物
地
図
集
』
を
参

考
に
す
れ
ば
、
朝
天
区
・
利
州
区
・
青
川
県
の
金
牛
道
沿
い
の
戦
国
秦

漢
魏
晋
期
遺
跡
は
図

の
ご
と
く
で
あ
る）

（

。

　

明
月
峡
は
現
在
観
光
地
化
し
て
国
家
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
級
旅
行
区
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
入
口
は
北
に
あ
り
、
入
場
料
は
大
人
七
〇
元
。
峡
谷
内
に

は
嘉
陵
江
沿
い
に
南
北
約
二
㎞
の
遊
歩
道
が
あ
り
、
小
型
バ
ス
に
よ
る

往
来
も
可
能
。
遊
歩
道
は
二
つ
あ
り
、
上
に
は
民
国
期
の
川
陝
公
路
を

基
礎
と
す
る
遊
歩
道
、
下
に
は
「
先
秦
古
道
」
と
い
う
桟
橋
が
あ
り
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
岩
盤
に
開
い
た
方
形
の
穴
が
あ
る
（
図

）。
こ
れ

は
古
桟
橋
の
部
材
が
打
ち
込
ま
れ
た
跡
で
、
深
さ
七
五
㎝
、
幅
四
五
㎝

程
。
明
月
峡
全
体
で
四
〇
〇
ヶ
所
も
あ
る
ら
し
い
。
遊
歩
道
上
に
は
、

金
牛
道
の
由
来
に
な
っ
た
牛
の
記
念
像
や
、
蜀
道
関
連
故
事
の
レ
リ
ー

フ
が
あ
っ
た
。
南
端
に
中
国
朝
天
桟
道
文
化
陳
列
館
が
あ
り
、
関
連
遺

物
の
他
、
歴
代
金
牛
道
の
変
遷
に
関
す
る
展
示
が
あ
っ
た
。
蜀
道
に
関

わ
る
書
籍
・
論
文
等
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
二
時
間
程
滞
在
し
、
復
路

は
小
型
バ
ス
で
駐
車
場
に
戻
る
。

図 　明月峡
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一
七
時
頃
、
明
月
峡
か
ら
朝
天
区
市
街
地
を
抜
け
、
嘉
陵
江
沿
い
に

Ｓ
四
一
〇
を
北
上
し
て

筆
駅
遺
跡
（
°

’
”

°

’
”

）
へ
。

「

筆
駅
」
は
古
代
の
駅
名
の
ひ
と
つ
で
、
一
説
に
は
諸
葛
亮
が
北
伐

時
に
駐
屯
し
て
作
戦
を
立
て
た
と
さ
れ
る）

（

。
唐
代
以
降
、
杜
牧
・
李
商

隠
・
陸
游
等
の
詩
人
が
多
く
「

筆
駅
」
と
題
す
る
詩
を
遺
し
た
。
だ

が
本
来
そ
の
候
補
地
に
は
神
宣
駅
説
・
朝
天
駅
説
・
軍
師
廟
村
説
が
あ

る
。
神
宣
駅
説
は
、
明
清
地
方
志
や
旅
行
記
等
に
み
ら
れ
、
藍
勇
・
劉

玉
国
・
張
朝
碧
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る

（

）。
神
宣
駅
は
元
代
以
降
の

金
牛
道
沿
い
に
存
在
し
た
。
朝
天
駅
説
は
『
読
史
方
輿
紀
要
』
等
に
み

え
、
藍
勇
・
粟
舜
成
等
が
支
持）

（

。
軍
師
廟
村
説
は
『（
道
光
）
広
元
県
志
』

等
に
み
え
、
劉
玉
国
・
張
朝
碧
等
が
主
張）

（

。『
文
物
地
図
集
』
は

筆

図 　金牛道周辺戦国秦漢魏晋遺址

図 　桟橋跡
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駅
遺
跡
が
朝
天
鎮
烟
墩
村
北
二
〇
〇
ｍ
に
あ
る
と
し
、
こ
れ
は
軍
師
廟

村
付
近
に
当
た
る
（
だ
が
地
図
上
の
マ
ー
カ
ー
は
朝
天
区
政
府
付
近
に

打
た
れ
、
位
置
が
大
幅
に
ず
れ
て
い
る）

（

）。「

筆
駅
遺
址
」
碑
（
広
元

市
重
点
文
物
保
護
単
位
）
も
軍
師
廟
村
に
あ
る
。
神
宣
駅
説
は
、
神
宣

駅
が
明
清
道
路
上
に
あ
っ
て
唐
宋

筆
駅
と
一
致
し
な
い
の
で
成
立
し

が
た
く
、
残
る
朝
天
駅
説
と
軍
師
廟
村
説
の
ど
ち
ら
が
妥
当
か
は
不
明
。

と
も
か
く

筆
駅
は
唐
代
以
後
の
詩
に
み
え
、
唐
宋
金
牛
道
上
に
位
置

し
、
三
国
時
代
の
金
牛
道
と
は
無
関
係
の
は
ず
で
あ
る
。
既
述
の
通
り
、

秦
漢
金
牛
道
は
陽
平
関
・
白
水
関
を
通
り
、
現
青
川
県
西
部
を
白
竜
江

沿
い
に
南
下
す
る
ル
ー
ト
で
、
実
際
に
付
近
に
は
桟
橋
遺
跡
が
あ
り）

（

、

陳
式
が
劉
備
の
命
令
で
駐
屯
し
、
徐
晃
に
敗
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
も
あ

る）

（

。
現
在
の
軍
師
廟
村
や
朝
天
区
中
心
に
も
漢
代
遺
跡
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
人
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
秦
漢
金
牛
道
の
主

要
路
で
は
な
い
。

　

一
八
時
〇
四
分
、
軍
師
廟
村
の

筆
駅
遺
跡
に
到
着
。
軍
師
廟
大
橋

の
南
側
手
前
の
カ
ー
ブ
（
Ｓ
四
一
〇
沿
い
）
に
、「
三
国
遺
址

筆
駅
」

碑
（
図

）
と
「

筆
駅
遺
址
」
碑
（
広
元
市
重
点
文
物
保
護
単
位
）

が
あ
る
。
軍
師
廟
村
の
名
は
諸
葛
亮
廟
に
由
来
し
、
当
該
廟
は
蜀
漢
西

晋
頃
に
遡
る
と
か）

（

。
明
清
地
方
志
に
は
み
え
な
い
が
、
宋
の
陸
游
は

筆
駅
に
武
侯
祠
が
あ
っ
た
と
す
る）

（

。
な
お
『
文
物
地
図
集
』
は

筆
駅

遺
跡
を
唐
代
の
駅
と
し
、
関
楼
等
が
残
る
と
し
、
軍
師
廟
遺
跡
に
は
蜀

漢
西
晋
頃
の
廟
が
あ
り
、
漢
代
遺
物
が
出
土
し
た
と
す
る
が）

（

、
付
近
に

は
石
碑
以
外
の
関
楼
や
廟
の
遺
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
百
度
地
図
を
み

る
限
り
、
当
該
地
点
の
北
東
二
キ
ロ
程
の
場
所
に
別
途
「

筆
駅
遺
址
」

が
あ
り
、
関
楼
等
も
あ
る
ら
し
い
が
、
車
で
近
く
に
行
っ
て
も
具
体
的

な
場
所
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
ま
た
四
川
省
文
物
考
古
研
究
院
と
西

安
美
術
学
院
中
国
芸
術
与
考
古
研
究
所
は
、
軍
師
廟
遺
跡
を
三
灘
溝
南

側
の
扇
状
地
（
東
西
一
二
〇
ｍ
、
南
北
七
〇
ｍ
）
に
あ
る
と
し
、
軍
師

廟
遺
跡
―

筆
駅
遺
跡
間
を
六
〇
〇
ｍ
と
す
る
が）

（

、
や
は
り
百
度
地
図

を
み
る
限
り
で
は
位
置
が
ズ
レ
て
お
り
、
三
灘
溝
は
軍
師
廟
村
南
約
三

キ
ロ
の
は
ず
で
あ
る
。
悪
路
や
時
間
の
問
題
に
よ
り
、
結
局
こ
れ
以
上

の
調
査
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

剣
閣
県
へ
移
動
。
麗
楓
酒
店
に
宿
泊
。

図 　「三国遺址 筆駅」碑
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四
月
五
日
（
土
）

　

九
時
に
出
発
。
Ｇ
五
（
京
昆
高
速
）
を
東
進
し
て
昭
化
古
城
方
面
へ
。

高
速
を
下
り
、
白
竜
江
に
沿
っ
て
南
下
す
る
と
、
道
中
に
鮑
三
娘
墓
（

°

’
”

°

’
”

）（
図

）
が
あ
っ
た
。
鮑
三
娘
は
『
花
関
索
伝
』

に
登
場
す
る
架
空
の
人
物
。
同
じ
く
架
空
の
、
関
羽
の
子
関
索
と
結
婚

し
た
。
現
地
解
説
文
に
よ
れ
ば
、
鍾
会
・
鄧
艾
の
侵
攻
時
に
関
索
・
鮑

三
娘
夫
妻
は
戦
死
し
た
と
か
。
明
清
地
方
志
に
は
、
昭
化
城
近
く
に
関

索
城
が
あ
り
、
関
索
が
駐
屯
し
た
場
所
だ
と
も
あ
る）

（

。
も
っ
と
も
、『
花

関
索
伝
』
に
お
い
て
関
索
・
鮑
三
娘
は
南
征
中
に
亡
く
な
っ
て
い
る）

（

。

よ
っ
て
鮑
三
娘
墓
は
『
花
関
索
伝
』
と
異
な
る
伝
承
に
よ
る
。
清
代
地

方
志
に
よ
れ
ば
、
昭
化
県
の
北
一
五
里
に
鮑
三
娘
墓
が
あ
り
、
か
つ
て

墓
門
が
露
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
内
部
は
真
っ
暗
で
誰
も
入
ろ
う

と
せ
ず
、
門
を
閉
ざ
し
た
と
い
う）

（

。
の
ち
一
九
一
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
人

医
師
で
、
考
古
発
掘
に
も
従
事
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ガ
レ
ン
が
発
掘

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
墓
室
の
長
さ
は
五
．
四
ｍ
、

幅
は
一
．
九
ｍ
で
、
北
側
壁
面
は
崩
壊
し
、
内
部
に
棺
等
は
み
え
ず
、

額
の
骨
が
あ
っ
た
。
壁
や
天
井
は
画
像
磚
で
、
漢
式
だ
と
い
う）

（

。
こ
こ

に
誰
か
の
墓
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
現
地
は
小
さ
な

公
園
の
ご
と
く
で
、
入
口
に
四
川
省
文
物
保
護
単
位
碑
と
、
解
説
の
看

板
が
あ
り
、
ま
た
「
漢
將
軍
索
妻
關
夫
人
之
墓
」
碑
（
民
国
期
）
が
あ

り
、
墓
全
体
は
樹
木
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
北
側
の
崩
壊
箇
所
は
外
か
ら

も
確
認
で
き
た
。

　

鮑
三
娘
墓
か
ら
南
下
し
、一
〇
時
〇
七
分
、昭
化
古
城
（
°

’
”

図 　鮑三娘墓
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°

’
”

）
に
到
着
。
昭
化
古
城
は
漢
代
葭
萌
県
城
。
か
つ
て
蜀

王
が
弟
葭
萌
を
当
地
に
封
建
し
て
苴
侯
と
し
た
こ
と
か
ら
、
葭
萌
と
よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
苴
侯
は
巴
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
蜀

に
攻
撃
さ
れ
、
巴
に
逃
げ
て
秦
の
恵
文
王
に
援
軍
を
求
め
た
。
恵
文
王

は
こ
れ
に
乗
じ
て
張
儀
・
司
馬
錯
を
派
遣
し
、
蜀
・
巴
・
苴
を
全
て
滅

ぼ
し
た
。
こ
の
と
き
葭
萌
県
が
設
け
ら
れ
た）

（

。
の
ち
劉
備
が
入
蜀
時
に

葭
萌
県
に
駐
屯
し
て
成
都
を
攻
め
、
霍
峻
を
葭
萌
県
に
残
し
て
後
方
を

守
ら
せ
た）

（

。
蜀
平
定
後
に
葭
萌
県
を
漢
寿
県
に
改
名
し
、
西
晋
は
晋
寿

県
に
改
名
し
た）

（

。
宋
代
以
降
は
昭
化
と
い
い
、
多
く
の
史
跡
が
現
存
す

る
。
昭
化
古
城
北
側
対
岸
の
土
基
壩
に
は
別
途
、
葭
萌
関
遺
跡
が
あ
る
。

付
近
か
ら
は
戦
国
〜
漢
代
の
墓
や
西
周
城
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る）

（

。
現

在
、
昭
化
古
城
は
観
光
地
化
し
、
い
く
つ
か
の
史
跡
は
有
料
。
城
内
外

は
賑
や
か
で
、
所
狭
し
と
露
店
が
並
び
、
人
混
み
で
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な

い
程
だ
っ
た
。
昭
化
県
署
・
考
棚
・
文
廟
・
八
卦
井
・
漢
代
城
壁
遺
址
・

戦
勝
壩
・
敬
侯
祠
・
費

墓
・
城
隍
廟
・
昭
化
漢
城
博
物
館
を
見
学
し
、

城
壁
に
登
っ
て
景
色
を
一
望
し
た
。
現
地
解
説
文
に
よ
る
と
、
県
署
・

考
棚
・
文
廟
・
城
隍
廟
等
は
二
〇
〇
八
年
頃
に
修
復
さ
れ
た
。
漢
代
城

壁
遺
跡
は
城
の
南
側
に
あ
り
、
漢
代
以
来
修
復
を
重
ね
て
い
る
。
昭
化

漢
城
博
物
館
は
清
代
龍
門
書
院
に
基
づ
き
、
小
規
模
な
が
ら
画
像
磚
・

明
器
・
漢
墓
墓
室
等
が
あ
る
。
戦
勝
壩
は
西
側
城
外
の
古
戦
場
で
、
張

飛
と
馬
超
が
夜
戦
を
し
た
場
所
だ
と
か
。
敬
侯
祠
は
そ
の
西
側
に
あ
る

費

の
廟
で
、
費

墓
が
あ
る
（
図

）。
費

墓
は
『
華
陽
国
志
』

に
み
え
、
明
清
地
方
志
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る）

（

。
墓
前
に
「
蜀
漢
大
將

軍
錄
尚
書
事
成
鄕
敬
侯
費

之
墓
」
碑
（
光
緒
年
間
）
が
あ
る
。
な
お

費

墓
の
西
に
は
城
関
漢
墓
が
あ
り
、
前
漢
墓
で
、
一
九
八
五
年
に
青

銅
器
・
陶
器
が
発
掘
さ
れ
た）

（

。『
華
陽
国
志
』
に
よ
れ
ば
、
近
辺
に
は

大
姓
の
墓
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
二
〇
一
三
年
に
は
昭
化

古
城
北
側
で
大
規
模
な
漢
墓
群
が
み
つ
か
り
、
二
〇
一
四
年
ま
で
に
七

九
基
の
墓
か
ら
九
〇
〇
件
以
上
の
出
土
品
が
発
掘
さ
れ
て
い
る）

（

。

　

昭
化
古
城
見
学
後
、車
で
西
の
牛
頭
山
（
°

’
”

°

’
”

）

へ
。
牛
頭
山
は
、
姜
維
が
駐
屯
し
た
と
い
う
山
。
太
上
老
君
に
ま
つ
わ

る
伝
説
や
、
姜
維
軍
が
馬
を
放
し
た

馬
槽
、
姜
維
の
点
将
台
、
姜
維

井
（
図

）
等
が
あ
る
。
姜
維
井
の
現
地
解
説
文
に
よ
れ
ば
、
姜
維
は

牛
頭
山
防
衛
時
に
水
不
足
に
陥
っ
た
が
、
夢
に
諸
葛
亮
が
現
れ
て
姜
維 図 　費 墓
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に
祭
祀
を
行
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
井
戸
が
湧
い
た
の
で
助
か
っ
た
と
い
う
。

一
連
の
牛
頭
山
と
姜
維
に
ま
つ
わ
る
故
事
の
出
所
は
不
明
で
、
管
見
の

限
り
明
清
地
方
志
で
も
確
認
で
き
な
い
。
頂
上
に
は
牛
王
観
な
る
道
観

が
あ
り
、
道
教
の
神
像
と
と
も
に
、「
諸
葛
尊
神
」・「
姜
維
大
将
軍
」

の
位
牌
が
あ
っ
た
。
山
道
は
基
本
的
に
階
段
で
、
牛
王
観
ま
で
は
南
北

二
道
あ
り
、
我
々
は
北
道
を
上
り
、
南
道
を
下
り
た
。
や
や
急
ぎ
足
で

一
時
間
余
で
往
復
で
き
た
。
頂
上
か
ら
は
昭
化
古
城
を
眼
下
に
一
望
で

き
（
図

）、
三
方
が
嘉
陵
江
、
西
が
山
に
囲
ま
れ
た
堅
城
と
の
印
象

を
受
け
た
。
な
お
牛
頭
山
北
側
に
は
天
雄
関
な
る
後
世
の
関
所
遺
跡
も

あ
る
。

　

牛
頭
山
下
山
時
に
す
で
に
一
五
時
だ
っ
た
が
、
Ｇ
七
五
（
蘭
海
高
速
）

で
青
川
県
へ
。
青
川
県
は
現
在
小
規
模
で
、
魏
晋
南
北
朝
以
降
の
遺
跡

も
少
な
い
が
、
青
川
県
東
部
か
ら
利
州
区
に
か
け
て
の
白
竜
江
沿
い
に

は
、
桟
橋
跡
も
含
め
、
多
数
の
戦
国
秦
漢
遺
跡
が
あ
る）

（

。
こ
れ
は
、
戦

国
秦
漢
時
代
の
金
牛
道
が
白
竜
江
沿
い
を
通
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

の
ち
に
金
牛
道
の
位
置
が
変
わ
っ
た
結
果
、
人
流
が
減
少
し
た
と
思
わ

れ
る
。
白
竜
江
沿
い
に
は
三
国
時
代
の
伝
承
も
あ
り
、
地
方
志
に
は
武

侯
祠
（
も
と
鄧
艾
祠
）
や）

（

、
劉
備
の
命
令
で
陳
式
が
駐
屯
し
た
場
所
が

み
え
る）

（

。

　

一
六
時
四
〇
分
、
青
川
県
博
物
館
（
°

’
”

°

’
”

）

に
到
着
。
以
前
か
ら
何
度
か
連
絡
を
取
っ
て
い
た
た
め
、
職
員
の
方
に

挨
拶
し
た
の
ち
、
展
示
室
を
御
案
内
い
た
だ
い
た
。
青
川
県
博
物
館
の

南
側
す
ぐ
、
喬
荘
中
学
の
隣
に
郝
家
坪
戦
国
墓
群
が
あ
る
。
一
九
七
九

図 　姜維古井
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年
に
発
見
さ
れ
た
戦
国
墓
群
で
、
一
九
七
九
〜
一
九
八
〇
年
に
七
二
基
、

二
〇
一
〇
年
に
三
四
基
発
掘
さ
れ
た）

（

。
特
筆
す
べ
き
出
土
品
は
五
〇
号

墓
出
土
木
牘
で
、
①
王
命
に
よ
る
田
律
の
改
正
、
②
新
た
な
律
令
の
内

容
、
③
律
令
の
実
施
過
程
が
窺
え）

（

、
秦
代
の
土
地
制
度
を
解
明
す
る
う

え
で
重
要
で
あ
る
。
今
回
、
我
々
が
青
川
県
を
訪
問
し
た
の
は
、
本
木

牘
の
出
土
地
と
、
周
辺
の
環
境
を
見
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

郝
家
坪
戦
国
墓
群
は
現
在
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
博
物
館
職
員
の
案
内

で
見
学
し
た
。
青
川
県
博
物
館
は
近
く
喬
荘
中
学
の
ほ
う
に
移
転
す
る

予
定
だ
と
か
。

　

見
学
終
了
後
、
剣
閣
県
に
戻
る
。
劍
閣
名
物
の
豆
腐
料
理
で
夕
食
を

済
ま
せ
、
麗
楓
酒
店
に
宿
泊
。

四
月
六
日
（
日
）

　

九
時
、
剣
門
関
（
°

’
”

°

’
”

）
に
出
発
。
九
時
半

に
北
口
到
着
。
剣
門
関
と
は
、
姜
維
が
立
て
籠
も
っ
て
鍾
会
と
戦
っ
た

「
劍
閣
」
で）

（

、
唐
代
の
李
白
に
よ
っ
て
「
劍
閣
崢
嶸
而
崔
嵬
、
一
夫
當
關
、

萬
夫
莫
開
」（
李
白
「
蜀
道
難
」）
と
も
謳
わ
れ
た
、
難
攻
不
落
の
関
所

で
あ
る
。『
水
経
注
』
巻
二
〇
漾
水
注
は
「
小
劍
戍
」
か
ら
「
大
劍
」

ま
で
の
険
し
い
山
々
を
「
劍
閣
」
と
よ
び）

（

、『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
二

二
利
州
条
は
同
区
間
を
剣
閣
道
と
よ
ぶ）

（

。「
大
劍
」
は
現
在
の
剣
門
関
を
、

「
小
劍
」
は
現
在
の
剣
閣
県
城
跡
を
さ
す）

（

。
周
囲
は
観
光
地
化
し
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
訪
れ
る
人
も
多
い
。
鳥
道
と
い
う
断
崖
絶
壁
の
道
や
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
。
朝
九
時
半
頃

図 　昭化古城遠景
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に
公
式
の
駐
車
場
は
一
杯
だ
っ
た
。
多
数
の
飲
食
店
が
あ
っ
て
別
途
駐

車
場
を
貸
し
出
し
て
い
る
。
我
々
は
う
ち
一
軒
の
呼
び
込
み
に
応
じ
て

駐
車
し
た
が
、
半
ば
騙
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
〇
元
の

食
券
を
先
に
購
入
し
、
あ
と
で
食
事
を
し
に
来
る
な
ら
タ
ダ
で
駐
車
で

き
る
と
い
う
の
だ
が
、
店
先
で
お
金
を
払
っ
た
途
端
、
実
際
の
駐
車
場

は
別
の
場
所
だ
と
知
ら
さ
れ
た
。
結
局
、
急
坂
を
登
っ
て
徒
歩
一
〇
分

く
ら
い
の
場
所
に
車
を
停
め
さ
せ
ら
れ
た
。
昼
は
一
〇
〇
元
ぶ
ん
き
っ

ち
り
食
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

北
口
か
ら
一
五
分
程
登
る
と
、
櫓
型
の
展
望
台
（
鍾
会
故
塁
）
に
到

着
。
現
地
の
解
説
文
に
よ
れ
ば
、
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
一
帯
が
鍾
会
の
駐

屯
地
だ
っ
た
と
目
さ
れ
、
展
望
台
か
ら
一
望
で
き
、
剣
門
関
関
楼
も
左

側
に
遠
目
に
見
え
る
（
図

）。
関
楼
の
両
側
は
断
崖
絶
壁
で
、
関
楼

以
外
に
通
過
可
能
な
道
は
な
い
。

　

入
口
に
戻
っ
た
の
ち
、
柿
沼
は
徒
歩
、
王
・

島
は
車
で
南
口
へ
。

入
口
〜
関
楼
の
徒
歩
の
道
は
平
坦
。
南
口
到
着
後
、
王
は
車
内
で
待
機
、

島
は
関
楼
へ
。
一
二
時
、
柿
沼
・

島
が
関
楼
で
合
流
。
一
五
分
程

か
け
て
姜
維
祠
・
姜
維
墓
（
図

）
へ
。
劉
備
等
の
雕
刻
・
石
像
の
他
、

姜
維
の
横
顔
に
み
え
る
と
い
う
岩
、「
第
一
關
」
碑
、
姜
維
点
将
台
を

経
て
剣
門
関
姜
維
祠
へ）

（

。
姜
維
祠
の
背
後
に
姜
維
墓
が
あ
る
。
現
地
解

説
文
に
よ
る
と
衣
冠
冢
で
、
す
で
に
二
度
の
移
設
を
経
て
い
る
。

　

昼
食
後
、
Ｇ
一
〇
八
（
京
昆
線
）
を
南
下
し
、
剣
閣
県
南
部
の
鄧
艾

墓
（
°

’
”

°

’
”

）
へ
。
一
四
時
〇
三
分
到
着
。
剣
州

鄧
艾
墓
は
明
清
地
方
志
に
み
え）

（

、
唐
代
に
鄧
艾
廟
碑
が
建
て
ら
れ
た
記

図 　剣門関遠景
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録
も
あ
る）

（

。
鄧
艾
墓
は
陝
西
省
渭
南
市
に
も
あ
る
。
前
者
は
二
〇
一
七

年
に
修
繕
さ
れ
、
入
口
に
「
鄧
艾
鄧
忠
陵
園
」
と
大
書
さ
れ
、
下
に
「
全

球
鄧
氏
修
建
」
と
あ
る
。
寄
付
者
名
を
し
る
し
た
碑
が
あ
り
、
中
国
以

外
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
寄
付
も
あ
る
。
園
内
に
は
鄧
艾
・
鄧
忠
親

子
の
墓
が
あ
り
、
各
々
「
魏
征
西
將
軍
彰
順
王
鄧
艾
墓
」、「
魏
右
將
軍

恵
唐
亭
侯
鄧
忠
墓
」
と
記
さ
れ
る
（
図

）。「
彰
順
王
」
と
は
五
代
十

国
の
前
蜀
天
漢
元
年
（
九
一
七
年
）
に
贈
ら
れ
た
称
号
で
あ
る）

（

。

　

鄧
艾
墓
か
ら
梓
潼
県
（
図

）
へ
。
Ｇ
五
（
京
昆
高
速
）
で
江
油
市

に
ゆ
き
、
Ｇ
三
四
七
に
沿
っ
て
東
進
し
、
事
故
現
場
や
渋
滞
に
遭
遇
し

つ
つ
、
一
六
時
二
一
分
に
葛
山
寺
（
°

’
”

°

’
”

）（
図

・
図

）
到
着
。
一
帯
は
臥
竜
山
と
も
亮
山
と
も
よ
ば
れ
、
明
清
地

方
志
に
武
侯
祠
が
み
え
、
諸
葛
亮
の
駐
屯
所
だ
っ
た
と
す
る）

（

。
現
在
は

臥
竜
山
景
区
と
な
っ
て
い
る
。
葛
山
寺
の
裏
に
景
福
院
仏
龕
寺
が
あ
り
、

「
景
福
院
重
建
碑
記
」（
一
九
八
六
年
梓
潼
県
人
民
政
府
）
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
仏
龕
寺
は
葛
山
の
麓
に
あ
り
、
元
来
諸
葛
亮
を
祀
っ
た
も

の
で
、
山
上
に
武
侯
祠
遺
址
・
諸
葛
塞
・
孔
明
泉
・
八
卦
泉
・
栓
馬
樹

等
が
あ
っ
た
。
梁
の
武
帝
の
仏
教
崇
拝
時
に
拡
張
し
て
景
福
院
と
な
り
、

唐
宋
時
代
に
石
仏
が
彫
ら
れ
て
仏
龕
寺
と
改
名
し
た
。
文
革
に
よ
る
破

壊
後
、
再
建
さ
れ
た
。
な
お
碑
の
左
端
に
「
大
清
同
治
五
年
」
と
あ
り
、

現
碑
は
清
碑
を
削
り
な
お
し
た
も
の
か
。

　

葛
山
寺
は
現
在
地
元
民
の
「
雀
荘
」
と
化
し
て
い
た
。
裏
手
に
回
る

と
景
福
院
仏
龕
寺
が
あ
り
、
壁
に
「
葛
山
寺
三
国
旅
游
景
点
管
理
委
員

会
」
の
看
板
と
、「
梓
潼
県
三
国
演
義
学
会
分
布
図
」
な
る
地
図
が
掛
か
っ

図 　姜維墓
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図 　鄧艾墓

図 　梓潼県付近
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て
い
る
。
管
理
人
ら
し
き
方
が
お
り
、
梓
潼
県
三
国
演
義
学
会
の
会
長

宋
作
富
氏
と
の
こ
と
。
同
会
は
唯
一
の
県
級
三
国
演
義
学
会
で
、
一
九

八
五
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
一
四
〇
名
程
の
会
員
が
い
る
。
発
行
誌
は

五
〇
期
を
数
え
、
毎
年
学
術
活
動
を
展
開
し
、
諸
外
国
の
学
者
も
活
動

に
招
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
会
誌
に
は
、
地
元
の
三
国
志
関
連
遺
址
や

伝
承
の
紹
介
の
ほ
か
、
新
発
見
の
遺
跡
調
査
報
告
等
も
掲
載
さ
れ
、
寄

稿
者
に
は
政
府
関
係
者
も
含
ま
れ
、
地
元
政
府
の
文
化
活
動
や
旅
行
産

業
振
興
に
協
力
・
貢
献
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る）

（

。
臥
竜
山
周
辺
三
国

志
関
連
遺
跡
に
は
梓
潼
県
三
国
演
義
学
会
に
よ
る
石
碑
が
多
く
あ
っ
た
。

会
誌
や
現
地
碑
の
内
容
が
史
実
か
は
と
も
か
く
、
現
代
に
お
け
る
伝
承

の
創
造
・
伝
播
の
過
程
を
し
め
す
も
の
と
い
う
意
味
で
、
梓
潼
県
三
国

演
義
学
会
の
活
動
は
興
味
深
い
。
な
お
宋
氏
か
ら
は
会
誌
を
御
恵
贈
い

た
だ
き
、
か
つ
前
掲
「
雀
荘
」
の
奥
の
諸
葛
堂
（
図

）
を
御
案
内
い

た
だ
い
た
。
諸
葛
亮
像
に
向
き
合
う
よ
う
に
古
い
舞
台
が
あ
り
、
観
劇

す
る
場
所
だ
と
か
。
諸
葛
堂
前
で
記
念
撮
影
。

　

一
七
時
〇
八
分
、
魏
延
祠
（
°

’
”

°

’
”

）（
図

）

に
到
着
。
本
廟
は
明
清
地
方
志
等
に
み
え
な
い
が
、
梓
潼
県
三
国
演
義

学
会
会
誌
や
「
魏
延
率
兵
駐
此
認
証
碑
記
」（
一
九
九
六
年
梓
潼
県
三

国
演
義
学
会
建
立
）
に
よ
れ
ば
、
魏
延
の
駐
屯
地
に
由
来
し
、
か
つ
て

は
「
魏
延
率
兵
駐
此
」
碑
も
あ
っ
た
が
、
六
〇
年
代
に
廟
・
碑
と
も
に

破
壊
さ
れ
、
高
齢
の
現
地
民
の
目
撃
談
が
残
る
の
み
と
い
う
。
ま
た
近

く
の
魏
家
河
に
「
將
軍
橋
」
が
あ
り
、
魏
延
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
か）

（

。

魏
延
祠
入
口
は
鉄
板
で
閉
ざ
さ
れ
、
内
部
は
み
れ
な
い
。

図 　葛山寺
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図 　葛山寺諸葛堂

図 　魏延祠
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続
い
て
臥
竜
山
景
区
（
°

’
”

°

’
”

）
へ
。
西
側
か

ら
道
な
り
に
進
む
と
駐
車
場
に
行
き
つ
き
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の

と
こ
ろ
に
臥
竜
山
千
仏
岩
石
窟
（
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
）
が
あ
り
、

状
態
良
好
な
唐
代
石
仏
が
み
ら
れ
る
。
諸
葛
亮
像
も
あ
っ
た
。
閉
門
時

間
近
く
だ
っ
た
た
め
、
急
ぎ
ぎ
み
に
見
学
。
車
で
一
キ
ロ
程
進
む
と
「
孔

明
泉
」（
図

）
が
あ
る
。
地
方
志
に
も
み
え）

（

、
御
堂
内
に
き
れ
い
な

湧
き
水
が
あ
り
、
諸
葛
亮
像
等
が
置
か
れ
て
い
る
。
堂
前
の
碑
に
「
諸

葛
寨
飲
馬
池
」
と
あ
る
。
隣
接
す
る
建
物
内
で
は
職
人
が
仏
の
泥
像
を

作
成
中
だ
っ
た
。
堂
を
出
て
右
に
進
む
と
諸
葛
喬
墓
（
図

）
が
あ
る
。

諸
葛
喬
は
諸
葛
謹
の
次
男
で
、
諸
葛
亮
の
養
子
に
な
っ
た
人
物
。
当
該

墓
は
地
方
志
等
に
み
え
な
い
。
現
地
の
「
重
建
諸
葛
喬
墓
碑
記
」（
梓

潼
県
三
国
演
義
学
会
）
に
よ
れ
ば
、
諸
葛
喬
は
北
伐
従
軍
時
に
兵
糧
運

搬
に
失
敗
し
、
臥
竜
山
で
反
省
し
た
。
ま
た
孔
明
泉
を
活
用
し
て
北
伐

時
の
蜀
兵
に
酒
を
振
る
舞
い
、
諸
葛
亮
に
褒
め
ら
れ
た
と
か
。
だ
が
当

該
伝
承
の
出
所
は
不
明
。
墓
は
二
〇
〇
〇
年
再
建
。
見
学
後
、
梓
潼
県

中
心
部
へ
。
市
街
地
で
夕
食
後
、
綿
陽
梓
潼
崇
文
半
月
万
信
至
格
酒
店

に
宿
泊
。

四
月
七
日
（
月
）

　

九
時
に
出
発
し
、
李
厳
墓
（
°

’
”

°

’
”

）
へ
。
九

時
半
到
着
。
当
該
墓
は
明
清
地
方
志
等
に
み
え
な
い
が
、
前
掲
「
梓
潼

県
三
国
演
義
学
会
分
布
図
」（
景
福
院
仏
龕
寺
）
や
梓
潼
県
三
国
演
義

学
会
会
誌
に
み
え
る
の
で
、
急
遽
旅
程
に
入
れ
た）

（

。
梓
潼
県
市
街
地
か

図 　諸葛喬墓 図 　孔明泉
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ら
南
の
柴
壩
村
の
葫
芦
包
（
図

）
で
あ
る
。
梓
潼
県
三
国
演
義
学
会

会
員
が
二
〇
二
四
年
に
赴
い
て
李
仕
通
な
る
老
人
か
ら
話
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
か
つ
て
は
「
李
厳
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
あ
っ
た
が
、
の
ち
に

橋
の
建
設
に
使
わ
れ
て
な
く
な
っ
た
と
か）

（

。
正
確
な
位
置
は
不
明
ゆ
え
、

近
隣
の
老
人
に
御
案
内
い
た
だ
い
た
が
、
現
代
の
墓
は
多
い
も
の
の
、

捜
査
は
難
航
。
李
仕
通
氏
に
も
会
え
た
が
、
子
供
の
頃
の
こ
と
で
よ
く

覚
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
結
局
未
発
見
に
終
わ
っ
た
。

　

梓
潼
県
市
街
地
に
戻
り
、
漢
代
墓
闕
を
見
学
。
梓
潼
県
に
は
四
点
の

漢
代
墓
闕
が
あ
り
、
互
い
に
近
い
。

　

一
〇
時
〇
八
分
、
賈
公
闕
（
°

’
”

°

’
”

）（
図

）

に
到
着
。
文
昌
路
の
脇
に
あ
る
。
右
闕
に
「
蜀
中
□
□
／
□
公
□
□
」

と
み
え
、「
蜀
中
書
令
」・「
賈
公
之
闕
」
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
地
方

志
所
見
の
鄧
芝
墓
と
す
る
説
も
あ
る）

（

。
地
元
民
は
「
書
箱
石
」
と
よ

ぶ）

（

。
左
右
の
闕
が
残
る
が
、
風
化
が
ひ
ど
く
、
文
字
ら
し
き
も
の
も
な

い
。
闕
は
屋
根
付
き
で
道
路
脇
に
置
か
れ
、
解
説
の
看
板
が
あ
る
。

　

一
〇
時
二
四
分
、
賈
公
闕
か
ら
北
東
に
六
〇
〇
ｍ
程
の
李
業
闕
（

°

’
”

°

’
”

）（
図

）
に
到
着
。
李
業
は
『
後
漢
書
』
に

立
伝
さ
れ
る）

（

。
李
業
闕
は
状
態
が
よ
く
、「
漢
侍
御
史
／
李
公
之
闕
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
関
連
記
録
は
宋
代
に
み
え
、
清
代
地
方
志
に
李

公
祠
の
記
述
も
あ
る）

（

。
付
近
に
は
李
業
闕
に
関
す
る
明
清
石
碑
も
あ
り
、

屋
根
付
き
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
論
者
の
な
か
に
は
、
形
状
・
文
字
等

の
状
況
か
ら
、
当
該
闕
を
後
世
の
作
と
す
る
者
も
い
る）

（

。

　

一
〇
時
四
一
分
、
李
業
闕
か
ら
一
二
〇
〇
ｍ
、
梓
江
東
岸
に
あ
る
無

図 　葫芦包
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銘
闕
（
°

’
”

°

’
”

）（
図

）
に
到
着
。
辺
韶
の
墓
と

す
る
説
も
あ
る）

（

。
賑
や
か
な
中
和
街
の
真
ん
中
に
現
存
し
、
車
が
突
っ

込
ん
だ
ら
粉
粉
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

一
一
時
〇
三
分
、
無
銘
闕
か
ら
一
〇
〇
〇
ｍ
、
文
昌
花
園
の
楊
公
闕

（
°

’
”

°

’
”

）（
図

）
に
到
着
。「
蜀
故
侍
中
楊
公
之

闕
」
と
あ
り
、
後
世
に
刻
ま
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
が）

（

、
墓
闕
自
体
は
後

漢
末
期
の
も
の
ら
し
い
。
文
昌
花
園
の
地
元
民
に
聞
い
て
も
な
か
な
か

場
所
が
わ
か
ら
ず
、
興
味
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

広
元
市
に
戻
る
。
一
三
時
一
〇
分
頃
、
広
元
盤
竜
空
港
到
着
。
駐
車

場
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
返
却
し
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
と
安
全
検
査
を
済
ま
せ

て
昼
食
。
広
元
盤
竜
空
港
一
四
時
四
〇
分
発
の
Ｃ
Ａ
一
四
五
八
便
で
北 図 　李業闕

図 　賈公闕
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京
首
都
国
際
空
港
へ
。
北
京
で
解
散
。

注（

）　

地
図
は
、
高
徳
開
放
平
台
（

）
の
行
政
区
分
情
報
と
、

（

）
の
地
形
情
報
を
も
と
に
作
成
し
た
。

（

）　

斎
藤
賢
・
田
熊
敬
之
・
新
津
健
一
郎
・
峰
雪
幸
人
「
陝
西
省
西
安
市
・
青

海
省
内
史
跡
等
踏
査
記
」（『
史
滴
』
第
九
六
号
、
二
〇
二
四
年
、
二
九
二
頁
）。

（

）　

主
な
調
査
記
録
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ガ
レ
ン
（
馮
承
鈞
訳
）『
中
国
西
部
考

古
記
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
二
六
〜
二
八
頁
）、
張
明
善
・

黄
展
岳
「
四
川
広
元
県
皇
沢
寺
調
査
記
」（『
考
古
』
一
九
六
〇
年
第
七
期
、

五
三
〜
五
六
頁
）、
広
元
市
文
物
管
理
所
・
中
国
社
会
科
学
院
宗
教
所
仏
教
室
「
広

元
皇
沢
寺
石
窟
調
査
記
」（『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
六
期
、
二
四
〜
二
九
、

三
三
頁
）、
広
元
市
文
物
管
理
所
・
成
都
市
文
物
考
古
研
究
所
・
北
京
大
学
考

古
文
博
学
院
「
広
元
皇
沢
寺
石
窟
調
査
報
告
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
〇
四
年

第
一
期
、
七
五
〜
八
四
頁
）
等
。

（

）　

郭
沫
若
「
武
則
天
出
生
在
広
元
的
根
拠
」（『
光
明
日
報
』
一
九
六
一
年
五

月
二
八
日
、
二
頁
）。

（

）　

郭
沫
若
『
武
則
天
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）、
李
興
栄
「
武

則
天
出
生
時
間
地
点
考
辨
」（『
史
学
月
刊
』
一
九
九
二
年
第
三
期
、
一
一
一
頁
）、

胡
戟
『
武
則
天
本
伝
』（
陜
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
陳
洋
「
解

密
武
則
天
的
出
生
時
間
和
出
生
地
」（『
乾
陵
文
化
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇

八
年
、
四
二
五
〜
四
三
四
頁
）、
韓
昇
「
武
則
天
的
家
世
與
生
年
新
探
」（『
厦

門
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
二
年
第
一
期
、
六
四
〜
七
一
頁
）、

杜
成
慧
・
胡
玉
平
「『
護
国
司
南
抄
』
可
証
武
則
天
誕
生
於
利
州
」（『
四
川
文

理
学
院
学
報
』
第
三
五
巻
第
二
期
、
二
〇
二
五
年
、
七
四
〜
八
二
頁
）。
な
お

気
賀
沢
保
規
『
則
天
武
后
』（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
、
九
〜
一
八
頁
）
は
武

図 　無銘闕図 　楊公闕
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后
出
生
年
の
議
論
を
整
理
し
て
い
る
。

（

）　

陳
振
「
也
談
武
則
天
的
出
生
地
和
出
身
」（『
光
明
日
報
』
一
九
六
一
年
五

月
二
四
日
、
四
頁
）。
長
安
説
は
、
李
端
科
「
也
談
武
則
天
的
出
生
地
」（『
学

術
月
刊
』
一
九
八
二
年
第
四
期
、
八
一
頁
）、
李
端
科
「
再
談
武
則
天
的
出
生
地
」

（『
学
術
月
刊
』
一
九
八
四
年
第
一
〇
期
、
四
〇
頁
）、
趙
文
潤
『
武
則
天
評
伝
』

（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
雷
家
驥
『
武
則
天
伝
』（
人
民
出
版
社
、
二

〇
〇
八
年
）、
李
永
「
武
則
天
出
生
於
洛
陽
説
考
辨　
　

兼
及
武
則
天
出
生
地

的
学
術
公
案
」（『
乾
陵
文
化
研
究
』
第
八
巻
、
二
〇
一
四
年
、
七
八
〜
八
四
頁
）、

李
永
「
武
則
天
與
長
安
相
関
史
事
研
究
述
評
」（『
中
国
史
研
究
動
態
』
二
〇

一
二
年
第
五
期
、
四
八
〜
五
四
頁
）
な
ど
。

（

）　

李
樹
桐
『
唐
史
索
隠
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
四
〜
一

一
八
頁
）。

（

）　

王
滌
武
『
武
則
天
時
代
』（
厦
門
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
五
六
頁
）、

王
愷
「
洛
陽　
　

武
則
天
出
生
地
」（『
尋
根
』
二
〇
一
一
年
第
五
期
、
一
三

六
〜
一
三
八
頁
）。

（

）　
『
旧
唐
書
』
巻
六
則
天
皇
后
本
紀
「
則
天
皇
后
武
氏
諱

、
州
文
水
人
也
」、

『
新
唐
書
』
巻
四
則
天
皇
后
本
紀
「
則
天
順
聖
皇
后
武
氏
諱

、

州
文
水
人

也
」。『
旧
唐
書
』
巻
四
上
高
宗
本
紀
上
顕
慶
五
年
条
「
三
月
丙
午
、
皇
后
宴

親
族
鄰
里
故
舊
於
朝
堂
、
命
婦
婦
人
入
會
於
內
殿
、
及
皇
室
諸
親
賜
帛
各
有
差
、

及
從
行
文
武
五
品
以
上
。
制
以
皇
后
故
鄕

州
長
史
・
司
馬
各
加
勳
級
」、『
旧

唐
書
』
巻
三
九
地
理
志
二
河
東
道
北
京
太
原
府
条
「
文
水
、
隋
縣
。
武
德
三
年
、

屬
汾
州
。
六
年
、
屬

州
。
七
年
、
又
屬
汾
州
。
貞
觀
初
、
還
屬

州
。
天

授
元
年
、
改
爲
武
興
縣
、
以
天
后
鄕
里
縣
、
與
太
原
・
晉
陽
竝
爲
京
縣
。
神

龍
元
年
、
依
舊
爲
文
水
」。

（

）　

李
樹
民
「
唐
詩
中
的
〝
明
月
峡
〞
考
論
」（『
襄
樊
学
院
学
報
』
第
三
二
巻

第
七
期
、
二
〇
一
一
年
、
五
六
〜
六
一
頁
）。

（

）　
『（
雍
正
）
四
川
通
志
』
巻
二
三
山
川
保
寧
府
広
元
県
条
「
明
月
峽
。
在
縣

北
八
十
里
。
一
名
朝
天
峽
。
江
流
所
經
」。『
輿
地
紀
勝
』
巻
一
八
四
利
州
路

利
州
景
物
下
条
「
朝
天
嶺
。
在
州
北
五
十
里
。
路
經
紀
險
。
其
後
卽
朝
天
程
。

舊
路
在
朝
天
峽
棧
閣
、
遂
開
此
道
、
人
甚
便
之
」。
伝
世
文
献
上
の
関
連
記
載

は
藍
勇
「
巴
蜀
〝
朝
天
〞
地
名
変
遷
考
」（『
重
慶
歴
史
文
化
』
二
〇
一
〇
年

第
七
期
、
八
四
〜
八
六
頁
）。

（

）　

嘉
靖
『
四
川
総
志
』
巻
六
保
寧
府
公
署
条
「
朝
天
水
驛
。
治
北
八
十
里
」。

（

）　
『
蜀
王
本
紀
』「『
秦
惠
王
本
紀
』
曰
、
秦
惠
王
欲
伐
蜀
、
乃
刻
五
石
牛
、
置

金
其
後
。
蜀
人
見
之
、
以
爲
牛
能
大
便
金
。
牛
下
有
養
卒
、
以
爲
此
天
牛
也
、

能
便
金
。
蜀
王
以
爲
然
、
卽
發
卒
千
人
、
使
五
丁
力
士

牛
成
道
、
致
三
枚

於
成
都
。
秦
道
得
通
、
石
牛
之
力
也
。
後
遣
丞
相
張
儀
等
隨
石
牛
道
伐
蜀
焉
」。

（

）　

金
牛
道
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
厳
耕
望
『
唐
代
交
通
図
考
』（
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
八
五
年
、
八
六
三
〜
九
〇
六
頁
）、
藍
勇
『
四
川
古

代
交
通
路
線
史
』（
西
南
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、
孫
啓
祥
「
金

牛
古
道
演
変
考
」（『
歴
史
地
理
』
第
二
三
輯
、
二
〇
〇
八
年
、
三
〇
九
〜
三

一
七
頁
）、
劉
慶
柱
・
王
子
今
主
編
『
中
国
蜀
道
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
一

五
年
）、
李
久
昌
「
金
牛
道
早
期
史
考
述
」（『
成
都
師
範
学
院
学
報
』
第
三
二

巻
第
八
期
、
二
〇
一
六
年
、
六
一
〜
六
五
頁
）、
彭
邦
本
「
金
牛
道
的
起
源
和

早
期
発
展
」（『
中
華
文
化
論
壇
』
二
〇
一
九
年
第
三
期
、
三
〇
〜
三
六
頁
）、

金
国
林
「
試
析
戦
国
秦
漢
時
期
的
葭
萌
与
石
牛
道
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
二

〇
年
第
六
期
、
二
四
〜
三
二
頁
）、
楊
棟
「
蜀
道
金
牛
道
広
元
段
路
線
変
遷
試
析
」

（『
四
川
文
物
』
二
〇
二
三
年
第
五
期
、
九
四
〜
一
〇
五
頁
）、
鄭
万
泉
・
唐
飛
「
司

馬
錯
入
蜀
相
関
地
理
及
其
遺
存
研
究
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
二
三
年
第
六
期
、

八
七
〜
九
四
頁
）、
鄧
阿
蓮
「
蜀
道
金
牛
道
北
段
改
線
的
地
理
背
景
与
考
古
学

証
拠
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
二
三
年
第
六
期
、
九
五
〜
一
一
一
頁
）、
張
仲
裁
「
唐

宋
金
牛
道
北
段
路
線
之
変
遷
：
以
歴
代
紀
行
詩
爲
中
心
的
考
察
」（『
社
会
科

学
研
究
』
二
〇
二
四
年
第
六
期
、
六
一
〜
七
〇
頁
）。

（

）　

藍
勇
注
（

）
前
掲
書
（
七
〜
八
頁
）、
李
久
昌
注
一
四
前
掲
論
文
（
六
一

〜
六
五
頁
）、
彭
邦
本
注
（

）
前
掲
論
文
（
三
〇
〜
三
六
頁
）。

（

）　

楊
曙
光
「
青
川
木
牘
・
呂
不
韋
戈
与
先
秦
金
牛
道
的
関
連
探
析
」（『
東
方
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収
蔵
』
二
〇
二
四
年
第
一
〇
期
、
一
九
〜
二
一
頁
）、
鄭
万
泉
・
唐
飛
「
司
馬

錯
入
蜀
相
関
地
理
及
其
遺
存
研
究
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
二
三
年
第
六
期
、

八
七
〜
九
四
頁
）、
鄧
阿
蓮
「
蜀
道
金
牛
道
北
段
改
線
的
地
理
背
景
与
考
古
学

証
拠
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
二
三
年
第
六
期
、
九
五
〜
一
一
一
頁
）
は
、
金

牛
道
周
辺
秦
漢
遺
跡
を
紹
介
。

（

）　
『
輿
地
紀
勝
』
巻
一
八
四
利
州
路
利
州
景
物
下
条
「
籌
筆
驛
。
在
綿
谷
縣
去

州
北
九
十
九
里
。
舊
傳
諸
葛
武
侯
出
師
、
嘗
駐
此
。
唐
人
詩
最
多
」。

（

）　

藍
勇
「
従
金
牛
道

筆
駅
名
実
看
中
国
伝
統
郷
土
歴
史
思
構
」（『
中
華
文

化
論
壇
』
二
〇
二
一
年
第
一
期
、
四
五
〜
四
六
頁
）、
劉
玉
国
・
張
朝
碧
「〝

筆
駅
〞
非
〝
朝
天
駅
〞：
金
牛
道

筆
駅
地
望
考
」（『
陝
西
理
工
大
学
学
報
（
社

会
科
学
版
）』
第
四
二
巻
第
三
期
、
二
〇
二
四
年
、
六
七
頁
）。

（

）　

藍
勇
注
（

）
前
掲
論
文
（
三
九
〜
四
八
頁
）、
藍
勇
「
論
形
式
邏
輯
・
史

源
学
在
地
方
史
地
研
究
中
的
作
用
―
―
以
金
牛
道

筆
駅
位
置
再
討
論
為
中
心
」

（『
地
方
文
化
研
究
』
二
〇
二
四
年
第
四
期
、
一
〜
八
頁
）、
粟
舜
成
「〝

筆
駅
〞

即
〝
朝
天
駅
〞」（『
巴
蜀
史
志
』
二
〇
一
八
年
第
五
期
、
一
二
〜
一
六
頁
）。

（

）　

劉
玉
国
・
張
朝
碧
注
（

）
前
掲
論
文
（
六
七
〜
七
七
頁
）。

（

）　

国
家
文
物
局
主
編
『
文
物
地
図
集　

四
川
分
冊
（
上
）』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
、
二
一
四
頁
）、
国
家
文
物
局
主
編
『
文
物
地
図
集　

四
川
分
冊

（
中
）』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
三
七
四
頁
）。

（

）　

前
掲
『
文
物
地
図
集　

四
川
分
冊
（
中
）』（
三
六
四
頁
）。

（

）　
『
三
国
志
』
魏
書
巻
一
七
徐
晃
伝
「
太
祖
還

、
留
晃
與
夏
侯
淵
拒
劉
備
於

陽
平
。
備
遣
陳
式
等
十
餘
營
絕
馬
鳴
閣
道
、
晃
別
征
破
之
、
賊
自
投
山
谷
、

多
死
者
。
太
祖
聞
、
甚
喜
、
假
晃
節
、
令
曰
「
此
閣
道
、
漢
中
之
險
要
咽
喉
也
。

劉
備
欲
斷
絕
外
內
、
以
取
漢
中
。
將
軍
一
舉
、
克
奪
賊
計
、
善
之
善
者
也
」。

太
祖
遂
自
至
陽
平
、
引
出
漢
中
諸
軍
」。
こ
の
「
馬
鳴
閣
」
は
明
清
地
方
志
に

み
え
、『
大
明
一
統
志
』
巻
六
八
保
寧
府
古
蹟
条
「
馬
鳴
閣
。
在
昭
化
縣
北
。

漢
昭
烈
使
陳
式
絕
馬
鳴
閣
、
曹
操
聞
之
喜
曰
此
閣
過
漢
中
之
平
陰
乃
咽
喉
之

要
路
」、『（
雍
正
）
四
川
通
志
』
巻
二
六
古
蹟
上
保
寧
府
昭
化
県
条
「
石
櫃
閣

　

馬
鳴
閣
。
倶
在
縣
北
。
昔
曹
操
曰
、
此
閣
過
漢
中
之
平
陰
乃
咽
喉
要
路
也
」。

『（
道
光
）
重
修
昭
化
県
志
』
巻
一
六
古
蹟
条
は
「
按
、
卽
今
白
水
岸
祖
石
站

之
偏
橋
是
也
。
閣
道
三
國
時
軍
旅
往
來
經
此
」
と
す
る
。

（

）　

前
掲
『
文
物
地
図
集　

四
川
分
冊
（
中
）』（
三
七
四
頁
）。

（

）　

陸
游
『
剣
南
詩
稿
』
巻
三
所
載
「
籌
筆
驛
」
に
「
有
武
侯
祠
堂
」
と
の
注

記
が
あ
る
。

（

）　

前
掲
『
文
物
地
図
集　

四
川
分
冊
（
中
）』（
三
七
四
頁
）。
四
川
省
文
物
考

古
研
究
院
・
西
安
美
術
学
院
中
国
芸
術
与
考
古
研
究
所
「
蜀
道
広
元
段
考
古

調
査
簡
報
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
、
六
三
頁
）
も
漢
代
遺
物

が
出
土
し
た
と
し
、
写
真
を
掲
載
。

（

）　

四
川
省
文
物
考
古
研
究
院
・
西
安
美
術
学
院
中
国
芸
術
与
考
古
研
究
所
注

二
六
前
掲
論
文
、
六
三
頁
。

（

）　
『（
嘉
靖
）
四
川
総
志
』
巻
六
保
寧
府
古
蹟
条
「
關
索
城
。
在
昭
化
縣
東
。

昔
關
索
屯
軍
於
此
」。『（
道
光
）
重
修
昭
化
県
志
』
巻
一
六
古
蹟
条
「
關
索
城
。

在
治
北
十
里
。
相
傳
索
屯
兵
於
此
。『
舊
志
』「
卽
今
板

壩
也
。
按
、
索
係

關
公
之
子
、
事
不
□
見
而
所
傳
遺
蹟
爲
多
」」。

（

）　

南
征
関
連
遺
跡
に
関
し
て
は
柿
沼
陽
平
・
王
博
・

島
玄
樹
・
森
田
大
智
「
二

〇
二
四
年
雲
南
省
諸
葛
南
征
関
連
遺
跡
踏
査
記
」（『
史
滴
』
第
四
六
号
、
二

〇
二
四
年
、
二
六
三
〜
二
七
〇
頁
）。

（

）　
『（
雍
正
）
四
川
通
志
』
巻
二
九
上
陵
墓
保
寧
府
条
「
鮑
三
娘
墓
。
在
昭
化

縣
北
十
五
里
」。
嘉
慶
『
四
川
通
志
』
巻
四
五
陵
墓
二
保
寧
府
昭
化
県
条
「
鮑

三
娘
墓
。
在
縣
北
十
五
里
、
曲
回
壩
南
、
白
水
西
岸
。
巨
墓
嶷
然
、
昔
時
土

見
墓
門
。
石
砌
堅
緻
如
城
關
之
狀
。
内
室
幽
黑
屈
曲
人
無
敢
入
。
今
已
封

閉
矣
。『
舊
志
』
鮑
氏
者
關
索
之
妻
也
。
居

州
之
鮑
家
庄
、
勇
力
絶
倫
。
有

廉
康
賊
求
娶
不
允
、
與
戦
破
之
。
關
索
往
征
不
勝
、
遂
以
城
降
。
同
扶
漢
室
云
」。

（

）　

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
セ
ガ
レ
ン
注
（

）
前
掲
書
（
二
頁
）。

（

）　
『
史
記
』
巻
七
〇
張
儀
列
伝
「
苴
蜀
相
攻
擊
、
各
來
告
急
於
秦
。
秦
惠
王
欲

發
兵
以
伐
蜀
、
以
爲
道
險
狹
難
至
、
而
韓
又
來
侵
秦
、
秦
惠
王
欲
先
伐
韓
、
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後
伐
蜀
、
恐
不
利
、
欲
先
伐
蜀
、
恐
韓
襲
秦
之
敝
。
猶
豫
未
能
決
。
司
馬
錯

與
張
儀
爭
論
於
惠
王
之
前
…
…
卒
起
兵
伐
蜀
、
十
月
、
取
之
、
遂
定
蜀
、
貶

蜀
王
更
號
爲
侯
、
而
使
陳
莊
相
蜀
。
蜀
旣
屬
秦
、
秦
以
益
彊
、
富
厚
、
輕
諸
侯
」。

『
華
陽
国
志
』
巻
一
巴
志
「
周
顯
王
時
、
楚
國
衰
弱
、
秦
惠
文
王
與
巴
蜀
爲
好
。

蜀
王
弟
苴
私
親
於
巴
、
巴
蜀
世
戰
爭
。
周
愼
王
五
年
、
蜀
王
伐
苴
侯
、
苴
侯

奔
巴
、
巴
爲
求
救
於
秦
。
秦
惠
文
王
遣
張
儀
・
司
馬
錯
救
苴
巴
、
遂
伐
蜀
、

滅
之
。
儀
貪
巴
道
之
富
、
因
取
巴
執
王
以
歸
、
置
巴
蜀
及
漢
中
郡
、
分
其
地

爲
二
縣
」。『
華
陽
国
志
』
巻
三
蜀
志
「
蜀
王
別
封
弟
葭
萌
於
漢
中
、
號
苴
侯
、

命
其
邑
曰
葭
萌
焉
。
苴
侯
與
巴
王
爲
好
、
巴
與
蜀
讐
、
故
蜀
王
怒
、
伐
苴
侯
。

苴
侯
奔
巴
、
求
救
於
秦
。
…
…
周
愼
王
五
年
秋
、
秦
大
夫
張
儀
・
司
馬
錯
・

都
尉
墨
等
從
石
牛
道
伐
蜀
、
蜀
王
自
於
葭
萌
拒
之
、
敗
績
。
王
遯
走
至
武
陽
、

爲
秦
軍
所
害
。
其
傅
相
及
太
子
退
至

鄕
、
死
於
白
鹿
山
、
開
明
氏
遂
亡
。

凡
王
蜀
十
二
世
。
冬
十
月
、
蜀
平
司
馬
錯
等
因
取
苴
與
巴
焉
」。

（

）　
『
三
国
志
』
蜀
書
巻
四
一
霍
峻
伝
「
先
主
自
葭
萌
南
還
襲
劉
璋
、
留
峻
守
葭

萌
城
。
張
魯
遣
將
楊
帛
誘
峻
、
求
共
守
城
、
峻
曰
「
小
人
頭
可
得
、
城
不
可
得
」。

帛
乃
退
去
。
後
璋
將
扶
禁
・
向
存
等
帥
萬
餘
人
由

水
上
、
攻
圍
峻
、
且
一
年
、

不
能
下
。
峻
城
中
兵
纔
數
百
人
、
伺
其
怠

、
選
精
銳
出
擊
、
大
破
之
、
卽

斬
存
首
。
先
主
定
蜀
、
嘉
峻
之
功
、
乃
分
廣
漢
爲
梓
潼
郡
、
以
峻
爲
梓
潼
太
守
・

裨
將
軍
」。『
華
陽
国
志
』
巻
二
漢
中
志
「
建
安
十
八
年
、
劉
先
主
自
葭
萌
南

攻
州
牧
劉
璋
、
留
中
郎
將
南
郡
霍
峻
守
葭
萌
城
。
張
魯
遣
將
楊
帛
誘
峻
求
共

城
守
、
峻
曰
「
小
人
頭
可
得
、
城
不
可
得
也
」。
帛
退
、
劉
璋
將
向
存
・
扶
禁

由
巴
・

水
攻
峻
、
歲
餘
不
能
克
。
峻
衆
才
八
百
人
、
存
衆
萬
計
、
更
爲
峻

所
破
、
敗
退
走
。
成
都
旣
定
、
先
主
嘉
峻
功
」。

（

）　
『
水
経
注
』
巻
二
〇
漾
水
注
「
晉
壽
、
卽
蜀
王
弟
葭
萌
所
封
爲
苴
侯
邑
、
故

遂
名
城
爲
葭
萌
矣
。
劉
備
改
曰
漢
壽
、
太
康
中
又
曰
晉
壽
。
水
有
津
關
」。

（

）　

陳
衛
東
「
四
川
広
元
昭
化
区
土
基
壩
和
擺
宴
壩
考
古
調
査
勘
探
取
得
重
要

成
果
」（『
中
国
文
物
報
』
第
一
版
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
九
日
、
一
頁
）。

（

）　
『
華
陽
国
志
』
巻
二
漢
中
志
「
晉
壽
城
。
…
…
大
將
軍
費

葬
此
山
」。『
大

明
一
統
志
』
巻
六
八
保
寧
府
陵
墓
条
「
費

墓
。
在
昭
化
縣
。

蜀
漢
大
將
軍
。

卒
葬
于
此
」。『（
嘉
慶
）
四
川
通
志
』
巻
四
五
陵
墓
二
保
寧
府
昭
化
県
条
「
費

公
敬
侯
墓
之
墓
。
國
朝
雍
正
十
三
年
、
果
親
王
入
蜀
、
爲
之
立
碑
、
大
書
「
深

謀
卓
識
」」。『（
道
光
）
重
修
昭
化
県
志
』
巻
一
四
祠
廟
条
「
費
敬
侯
祠
在
社

稷
壇
之
西
。
祀
蜀
漢
費
公

也
。
舊
祠
今
毀
。
乾
隆
五
十
年
秋
七
月
、
邑
人

士
建
祠
墓
左
」。『（
道
光
）
重
修
昭
化
県
志
』
巻
一
五
陵
墓
条
「
漢
費

墓
。

在
西
門
外
、
社
稷
壇
之
南
。
大
墳
一
座
四
圍
有
墻
。
舊
設
過
樓
、
三
楹
覆
諸

墳
上
。
墳
前
有
碑
書
曰
「
漢
尚
書
令
費
公
敬
侯
之
墓
」。
具
後
墻
樓
皆
毀
、
石

碑
亦
亡
。
邑
令
呉
天
木
有
志
、
修
葺
而
未
逮
也
。
雍
正
十
三
年
、
果
親
王
入
蜀
、

大
書
「
深
謀
卓
識
」
□
字
俾
邑
令
勒
諸
石
。
乾
隆
二
十
七
年
、
邑
令
呉
邦

建
立
碑
亭
□
葺
墓
竪
碑
、
而
樹
坊
道
左
道
。
道
光
十
九
年
、
署
令
毛
士
驥
建

對
奕
草
堂
三
楹
於
碑
亭
後
。
餘
修
武
侯
祠
移
建
草
堂
於
費
公
祠
後
」。

（

）　

唐
志
功
「
四
川
広
元
出
土
一
批
漢
代
銅
器
」（『
考
古
』
一
九
九
〇
年
第
五
期
、

四
七
七
頁
）。

（

）　

万
靖
「
昭
化
大
坪
子
墓
地
」（『
四
川
考
古
』

、
二
〇
二
五
年
七
月
二
六
日
閲
覧
）。
前
掲
土
基
壩
遺
跡
も

含
め
、
二
〇
一
〇
年
以
降
の
四
川
で
の
発
掘
成
果
は
、
陳
衛
東
・
周
科
華
・

陳
剣
「
二
〇
一
〇
年
以
来
四
川
考
古
的
拓
展
与
創
新
」（『
文
化
文
化
論
壇
』

二
〇
二
一
年
第
四
期
、
三
二
〜
四
六
頁
）
参
照
。

（

）　

前
掲
『
文
物
地
図
集　

四
川
分
冊
（
上
）』（
二
一
〇
〜
二
一
一
・
二
二
〇

〜
二
二
一
頁
）。

（

）　
『
大
明
一
統
志
』
巻
七
三
龍
州
宣
撫
使
祠
廟
条
「
諸
葛
亮
廟
。
在
司
東
一
百

七
十
里
。
初
州
人
以
魏
將
鄧
艾
伐
蜀
嘗
經
於
此
立
廟
祀
之
。
宋
知
州
洪
咨

毀
其
像
、
更
祀
諸
葛
、
告
其
民
曰
「
毋
事
仇
而
忘
父
母
」」、『
宋
史
』
巻
四
〇

六
洪
咨

列
伝
「
毀
鄧
艾
祠
、
更
祠
諸
葛
亮
、
告
其
民
曰
「
毋
事
仇
讎
而
忘

父
母
」」、『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
六
七
「
知
龍
州
。
龍
產
砂
汞
、
不
取
銖
兩
。
毀

鄧
艾
祠
、
改
祠
武
侯
」。

（

）　

注
（

）
を
参
照
。
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（

）　

四
川
省
博
物
館
・
青
川
県
文
化
館
「
青
川
県
出
土
秦
更
修
田
律
木
牘
」（『
文

物
』
一
九
八
二
年
第
一
期
、
一
〜
二
一
頁
）。
四
川
省
文
物
考
古
研
究
院
・
青

川
県
文
物
管
理
所
「
四
川
青
川
県
郝
家
坪
戦
国
墓
群
Ｍ
五
〇
発
掘
簡
報
」（『
四

川
文
物
』
二
〇
一
四
年
第
三
期
、
一
三
〜
一
九
頁
）。
四
川
省
文
物
考
古
研
究
院
・

青
川
県
文
物
管
理
所
「
四
川
青
川
県
郝
家
坪
戦
国
墓
葬
群
二
〇
一
〇
年
発
掘

簡
報
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
一
六
年
第
三
期
、
五
〜
二
二
頁
）。

（

）　

前
掲
「
四
川
青
川
県
郝
家
坪
戦
国
墓
群
Ｍ
五
〇
発
掘
簡
報
」（
一
七
〜
一
九
頁
）。

（

）　
『
三
国
志
』
蜀
書
巻
四
四
姜
維
伝
「
及
鍾
會
將
向
駱
谷
、
鄧
艾
將
入
沓
中
、

然
後
乃
遣
右
車
騎
廖
化
詣
沓
中
爲
維
援
、
左
車
騎
張
翼
・
輔
國
大
將
軍
董
厥

等
詣
陽
安
關
口
以
爲
諸
圍
外
助
。
比
至
陰
平
、
聞
魏
將
諸
葛
緒
向
建
威
、
故

住
待
之
。
月
餘
、
維
爲
鄧
艾
所
摧
、
還
住
陰
平
。
鍾
會
攻
圍
漢
・
樂
二
城
、

遣
別
將
進
攻
關
口
、
蔣
舒
開
城
出
降
、
傅
僉
格

而
死
。
會
攻
樂
城
、
不
能
克
、

聞
關
口
已
下
、
長
驅
而
前
。
翼
・
厥
甫
至
漢
壽
、
維
・
化
亦
舍
陰
平
而
退
、

適
與
翼
・
厥
合
。
皆
退
保
劍
閣
以
拒
會
。
會
與
維
書
曰
「
公
侯
以
文
武
之
德
、

懷
邁
世
之
略
、
功
濟
巴
・
漢
、
聲
暢
華
夏
、
遠
近
莫
不
歸
名
。
每
惟
疇
昔
、

嘗
同
大
化
、
吳
札
・
鄭
喬
、
能

斯
好
。」
維
不
答
書
。
列
營
守
險
。
會
不
能
克
、

糧
運
縣
遠
、
將
議
還
歸
」。『
大
明
一
統
志
』
巻
六
八
保
寧
府
古
蹟
条
「
劒
閣
。

在
劒
州
北
三
十
里
。
崖
峻
拔
、
鑿
石
架
閣
、
而
爲
棧
道
、
連
山
絕
險
、
故
謂

之
劍
閣
。
秦
司
馬
錯
由
此
道
伐
蜀
」。
雍
正
『
四
川
通
志
』
巻
二
六
古
蹟
上
保

寧
府
剣
州
条
「
姜
維
城
。
在
劒
門
關
絶
頂
。
姜
維
爲
鍾
會
所
敗
、
退
保
劒
閣
、

屯
兵
於
此
」。

（

）　
『
水
経
注
』
巻
二
〇
漾
水
注
「
又
東
南
逕
小
劒
戍
北
、
西
去
大
劒
三
十
里
、

連
山
絕
險
、
飛
閣
通
衢
、
故
謂
之
劒
閣
也
」。

（

）　
『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
二
二
利
州
条
「
小
劍
故
城
、
在
縣
西
南
五
十
一
里
。

小
劍
城
去
大
劍
戍
四
十
里
、
連
山
絕
險
、
飛
閣
通
衢
、
故
謂
之
劍
閣
道
。
自

縣
西
南
逾
小
山
入
大
劍
口
、
即
秦
使
張
儀
・
司
馬
錯
伐
蜀
所
由
路
也
、
亦
謂

之
石
牛
道
」。

（

）　

前
掲
『
文
物
地
図
集　

四
川
分
冊
（
中
）』（
三
八
一
頁
）。

（

）　
『（
嘉
慶
）
四
川
通
志
』
巻
三
五
祠
廟
二
保
寧
府
剣
州
条
「
忠
勤
祠
。
在
州

北
劍
關
祀
蜀
漢
姜
維
」
に
も
み
え
る
。

（

）　
『
大
明
一
統
志
』
巻
六
八
保
寧
府
祠
廟
条
「
鄧
將
軍
廟
。
在
劒
州
。
魏
將
軍

鄧
艾
爲
鍾
會
所
誘
、
歿
於
綿
竹
。
後
葬
于
此
、
邑
人
爲
立
廟
」。『（
嘉
慶
）
四

川
通
志
』
巻
四
五
陵
墓
二
保
寧
府
剣
州
条
「
鄧
艾
墓
。
在
州
北
二
十
里
。
孤

玉
山
下
、
艾
爲
魏
將
滅
蜀
、
姜
維
以
計
殺
之
、
遂
葬
於
此
」。

（

）　

宋
・
王
象
之
『
蜀
碑
記
』「
魏
大
尉
鄧
艾
神
廟
記
」、「
鄧
艾
衛
聖
侯
碑
」。

（

）　
『
五
代
史
記
注
』
巻
六
三
上
前
蜀
世
家
「
天
漢
元
年
正
月
、
封
張
飛
爲
靈
應
王
、

鄧
艾
爲
彰
順
王
、
張
儀
爲
昌
化
王
」。

（

）　
『
大
明
一
統
志
』
巻
六
八
保
寧
府
祠
廟
条
「
武
侯
廟
。
在
葛
山
上
。
武
侯
、

蜀
漢
諸
葛
亮
也
」。
同
山
川
条
「
葛
山
。
在
梓
潼
縣
北
二
十
里
。
漢
諸
葛
亮
嘗

屯
營
此
山
、
因
名
」。
咸
豊
『
梓
潼
県
志
』
巻
一
寺
条
「
葛
山
。
縣
西
三
十
里
。

一
名
亮
山
。
今
名
臥
龍
山
。
昔
諸
葛
武
侯
置
營
於
此
。
有
葛
山
寺
、
久
圯
。

寺
後
有
泉
、
石
刻
孔
明
泉
、
今
猶
引
漑
有
田
畝
。
寺
石
有
盤
石
如
車
輪
、
由

石
穴
轉
折
而
入
内
□
石
龕
佛
像
石
碑
鐫
、
唐
貞
観
年
立
」。
咸
豊
『
梓
潼
県
志
』

巻
二
祠
廟
条
「
武
侯
廟
。
縣
西
三
十
里
葛
山
上
。
有
八
卦
井
。
今
廟
與

倶

湮
沒
」。

（

）　
『
梓
潼
県
三
国
演
義
学
会
学
刊
』
第
四
八
期
（
二
〇
二
一
年
）・
第
四
九
期
（
二

〇
二
二
年
）・
第
五
〇
期
（
二
〇
二
四
年
）。

（

）　
『
梓
潼
県
三
国
演
義
学
会
学
刊
』
第
四
八
期
（
二
〇
二
一
年
、
五
八
〜
六
一
頁
）。

（

）　
『（
咸
豊
）
梓
潼
県
志
』
巻
一
寺
条
「
葛
山
。
縣
西
三
十
里
。
一
名
亮
山
。

今
名
臥
龍
山
。
昔
諸
葛
武
侯
置
營
於
此
。
有
葛
山
寺
、
久
圯
。
寺
後
有
泉
、

石
刻
孔
明
泉
、
今
猶
引
漑
有
田
畝
」。

（

）　
『
三
国
志
』
蜀
書
巻
四
〇
李
厳
伝
「
乃
廢
平
爲
民
、
徙
梓
潼
郡
。
十
二
年
、

平
聞
亮
卒
、
發
病
死
」
に
よ
れ
ば
、
李
厳
（
当
時
は
改
名
し
て
李
平
）
は
梓

潼
郡
で
死
没
し
た
。

（

）　
『
梓
潼
県
三
国
演
義
学
会
学
刊
』
第
五
〇
期
（
二
〇
二
四
年
、
四
四
〜
四
七
・

九
三
〜
九
七
頁
）。
な
お
「
李
厳
故
居
」
も
あ
る
ら
し
い
。『
梓
潼
県
三
国
演
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義
学
会
学
刊
』
第
五
〇
期
（
二
〇
二
四
年
、
四
九
〜
五
一
頁
）
参
照
。

（

）　
『
大
明
一
統
志
』
巻
六
八
保
寧
府
陵
墓
条
「
鄧
芝
墓
。
在
梓
潼
西
南
五
里
有

二
石
闕
。
芝
南
陽
人
。
仕
蜀
漢
爲
車
騎
將
軍
陽
武
亭
侯
」。

（

）　

重
慶
市
文
化
局
『
四
川
漢
代
石
闕
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
二
八

〜
三
〇
頁
）。

（

）　
『
後
漢
書
』
巻
八
一
李
業
列
伝
。

（

）　
『
輿
地
紀
勝
』
巻
一
八
六
「
李
業
闕
。
在
梓
潼
縣
西
五
里
。
舊
經
云
、
前
漢

侍
御
史
李
業
葬
此
。
遭
赤
眉

破
、
二
闕
臨
官
路
、
其
碑
亦
漢
隷
」。
咸
豊
『
梓

潼
県
志
』
巻
三
古
蹟
条
「
李
業
闕
。
縣
西
五
里
。
漢
議
郎
李
業
葬
此
。
遭
赤

眉
毀
破
。
二
闕
臨
官
路
。
其
碑
亦
漢
隷
。
今
碑
尚
存
詳

墓
」。『（
咸
豊
）
梓

潼
県
志
』
巻
二
祠
廟
条
「
李
公
祠
。
縣
南
五
里
。
漢
議
郎
李
業
。
不
就
公
孫

述
徵
、
飲
藥
而
死
。
漢
光
武
帝
表
其
閭
明
、
嘉
靖
中
立
祠
祀
之
、
燬
於
寇
其

基
尚
存
」。

（

）　

重
慶
市
文
化
局
注
五
九
前
掲
書
（
三
〇
〜
三
一
頁
）。

（

）　

重
慶
市
文
化
局
注
五
九
前
掲
書
（
二
七
頁
）。

（

）　

重
慶
市
文
化
局
注
五
九
前
掲
書
（
二
八
頁
）。『（
咸
豊
）
梓
潼
県
志
』
巻
三

墓
条
「
漢
侍
中
楊
休
墓
。
俗
傳
如
是
。
有
石
闕
十
餘
字
僅
一
楊
字
可
辨
。

休
字
無
考
。『
漢
書
』
亦
不
載
楊
休
、
亦
未
官
梓
潼
未
知
爲
何
方
人
氏
俟
攷
」
等
、

真
実
性
は
早
く
か
ら
疑
わ
れ
て
い
る
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
柿
沼
陽
平
の

科
研
費
（

）
に
よ
る
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

柿
沼
陽
平
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

王
博
（
中
国
社
会
科
学
院
副
研
究
員
）

島
玄
樹
（
早
稲
田
大
学
博
士
後
期
課
程
）
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